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はじめに 





近年、少子高齢化の急速な進展や疾病構造の変化に加えて、地域のつ

ながりの希薄化による孤立や虐待問題、新たな感染症や地震などの自然

災害に対する健康危機管理など地域における健康課題は多様化、複雑化

しています。 

こうした中、保健師や栄養士等の地域保健関係職員は専門性を発揮し、

地域の健康課題の解決と県民の健康の向上を図るための中心的な役割を

担うことが求められています。 

このような状況に対応するために、平成２５年４月に国の「地域にお

ける保健師の保健活動に関する指針」が示され、山口県においても平成

２６年３月に「山口県保健師活動指針」を策定するとともに、行政保健

師としての方向性を示すガイドラインとして、「山口県地域保健関係職員

現任教育ガイドライン【保健師版】」を策定し、人材育成の取組を進めて

きたところです。 

また、平成２８年３月には、「保健師に係る研修のあり方等に関する検

討会最終とりまとめ」において、自治体保健師の標準的なキャリアラダ

ーが示され、保健師に求められる能力の整理や、定期的かつ計画的なジ

ョブローテーション等も含めた組織的人材育成の推進の必要性から、ガ

イドラインを見直すこととしました。 

さらに、栄養士においても平成２９年度から本県のガイドラインを保

健師と共に活用しており、栄養士として目指す方向性もガイドラインに

組み込む必要があり、このたび【栄養士版】を追加した「山口県地域保

健関係職員現任教育ガイドライン第２版」を作成しました。 

今後も、行政専門職として、県全体でお互いに育ち合うためのガイド

ラインとして、ご活用いただきますようお願いいたします。 

このガイドラインが、新任期から系統的に必要な能力の育成や資質の

向上をめざすために、日々の地域保健活動の中で、効果的に活用される

ことを期待します。 

山口県健康福祉部健康増進課長 

石丸 泰隆 



 

令和元年度 ガイドラインの改定について 

 

 

【改定前】 

平成２６年（2014 年）３月に、「山口県地域保健関係職員現任教育ガイドライン

【保健師版】」を策定。  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

【改定後】 

 本ガイドラインは、【保健師版】のみであったが、令和２年（2020年）３月改定に 

より「山口県地域保健関係職員現任教育ガイドライン 第２版】とした。 

そのなかに、職種別のガイドラインを作成し、保健師については内容を見直し、 

【保健師版 第２版】とし、【栄養士版】は、新たに作成した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口県地域保健関係職員現任教育ガイドライン 第２版 

【保健師版】第２版 【栄養士版】 

・県保健師の目指す姿を提示 

・県保健師のキャリアラダー活用表 

とキャリアパスの作成 

・所内OJTの取組み見直し 

 

 

・県栄養士の目指す姿を提示 

・評価表の見直し 

・所内OJTの取組み見直し 

 

 

山口県地域保健関係職員現任教育ガイドライン【保健師版】 


	１表紙【R1最終】
	２白紙
	３はじめに ・要白紙・課長あいさつ【R1最終】
	４はじめにの後　改定説明【R1最終】
	５表紙・保健師版【R1最終】
	６白紙
	７目次【R1最終】
	８白紙

